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外
務
省
員
手
帳
に
対
す
る
同
省
の
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
九
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
外
務
省
に
お
い
て
、
か
つ
て
発
行
さ
れ
て
い
た
外
務
省
員
手
帳
が
、
平
成
十
六
年
以
降
は
作
成

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
と
し
て
、
外
務
省
員
手
帳
を
発
行
し
、
同

省
職
員
に
配
布
す
る
必
要
性
が
現
在
は
な
く
な
っ
た
と
認
識
す
る
に
至
っ
た
理
由
は
何
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁

書
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
六
月
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
四
三
号
）
三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答

え
し
た
と
お
り
、
手
帳
の
必
要
性
等
に
つ
き
見
直
し
た
結
果
、
作
成
し
て
い
な
い
。
」
と
、
質
問
の
趣
旨
か
ら
外
れ
た
答
弁

が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
方
が
問
う
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
同
省
に
お
い
て
外
務
省
員
手
帳
を
発
行
す
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
た

と
認
識
す
る
に
至
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
同
省
が
外
務
省
員
手
帳
の
必
要
性
等
に
つ
き
見
直
し
た
結
果
、
ど
の
様
な
発

見
が
あ
り
、
発
行
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
員
手
帳
が
発
行
さ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
、
新
た
に
同
省
に
入
省
し
た
職
員
に
対
し
て
、
勤

務
に
際
し
て
参
考
と
す
る
た
め
、
同
手
帳
に
代
わ
る
も
の
し
て
何
か
配
布
さ
れ
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
等
と
問
う
た
と
こ

ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
新
た
に
入
省
し
た
職
員
に
対
し
て
は
、
種
々
の
機
会
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
か
ら

一



必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
に
あ
る
「
必
要
な
情
報
」
と
は
具
体
的
に
ど

の
様
な
情
報
を
指
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

二
の
「
必
要
な
情
報
」
は
、
外
務
省
職
員
が
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
ど
の
様
な
意
味
を
持
つ
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


